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小規模なアーカイブでもできる紙媒体資料への予防的保存手当て
木部 徹 （有限会社資料保存器材）
目の前に傷んだ資料があれば治したくなるでしょう。しかし、図書館やアーカイブの資料はそれ一品ではな
く、群（コレクション）として在るのが普通です。コレクションを対象にして、その全体を「底上げ」すること、つ
まり、いま以上に病が広がらないようにする、健康な資料が病気にならないようにする---このことを優先す
るのをお奨めします。予防的保存手当て（preventive conservation）と呼ばれるこうした処置をほどこした後
に、こんどはひとつずつの資料の現物価値、そして利用のされ方を考えながら、優先順位を付けて「治す」
方策や、マイクロフィルムあるいはデジタルフィルム等に「取り替える」等の方策を選んでゆきたいものです。
後々に病気になって高い治療費（修復処置費）を払うよりもずっと経済的でもあります。ここでは、小規模な
アーカイブを運営する方を対象に、資料が病気にかかる原因を理解することからはじまり、文書、書籍、写
真、新聞、ポスターなどの紙媒体資料をコレクションとして整理・収納するときに役立つ基礎的な手当てを
紹介します。
1. 「劣化原因、症状、予防的対策」の一覧
2. 資料が保管される環境を知っておく
3. 保存手当てのための道具を揃える --- 最低限これだけは
4. 保存手当てのための材料を揃える --- 最低限これだけは
5. 劣化の原因になるホッチキスやクリップ、ホコリやチリを除く
6. こよりや糸などで綴じる
7. 情報が消えて行く資料をコピーする
8. 適切な保存容器（箱や封筒など）を選んで収納する
9. 弊社による予防的保存手当ての事例の紹介
21. 劣化原因、症状、予防的対策
劣化原因 症状 予防的対策
光 変色、紙力を低下 光を遮る、展示の時の制御
チリやホコリ 外観を損ねる、他の劣化を誘発 できる限り除く、チリやホコリを遮る
湿度の急速な変化
膨張・収縮による角質化、
酸性劣化を促進し変色や紙力低下
保管環境を制御する
熱
相対湿度の急変、酸性劣化促進、
感熱紙などの情報喪失
保管環境を制御する
大気汚染物質
酸性・アルカリ劣化、紙力・イメージ
材料への影響
保管環境を制御する
虫・かび 外観を損ねる、変色、紙力低下 温湿度管理と定期点検が基本
火災・水害 外観を損ねる、他の劣化を誘発
一般的な防災、発生時のマニュアル作成、
救出の優先順位付け
不適切な取り扱い 物理的損傷 利用者への事前の注意、複製物の作成
内部からの酸 酸性劣化による紙力低下、変色 弱アルカリによる緩和、オフ・ガスの吸着
容器からの酸・アル
カリ
接触・非接触での変色、紙力低下
容器の無酸性化、アルカリ含有化、アルカリ
なしを使い分ける
32. 資料が保管される環境を知る
紙媒体資料を保管しておく部屋の温度は、18～22℃、総体湿度は 45～55% などといわれていますが、新し
く書庫を作ったり、大きな予算を使えるという機関ではないかぎり、こうした温湿度を維持するのは難しいの
が現状です。まして、既存の建物を一室を保管庫として使わねばならなかったり、職務スペースにある棚の
中に資料を収めなければならないといった小規模のアーカイブでは、保管環境の制御とってもできることは
限られます。それでも、最悪ではない環境、現状より少しでも改善された環境を作る方法があります。
・ 風通しを良くする---夏は蒸れないように、冬は暖かすぎないように
・ 隙間を作る --- 棚と壁の間、保管容器の間、床からの間
・ 最低でも年に 2回は目で確認（目通し、風通し）をする
予算があれば、温・湿度計を購入し、可能ならば定期的に記録をとるようにし、温度や湿度が大きく変動す
るようならば、暖冷房装置および扇風機や床置きサーキュレーターで調整する。
3. 保存手当てのための道具を揃える
はさみやカッターなどとは別に、最低限これだけは。
・ pH チェックペン ---保管のための封筒や合紙などが酸性化どうかを見る
・ 刷毛・ブラシ、あっちこっちふきん、掃除機、消しゴム --- ホコリやチリを除く
・ 消毒用アルコール、スプレー、布巾や雑巾 --- カビ除去後の消毒や滅菌
薬品のなかには、ある pH 領域で変色するものがあります。この性質を利用して、紙が酸性かどうかを調
べることができます。リトマス試験紙が代表的です。
インクの代わりにクロロフェノール・レッドという薬品をしみこませたペンがあります。[pH チェック・ペン]と
か「中性紙チェックペン」とか呼ばれるもので、pH が 6.7 ～ 6.の領域（visual transition interval）を境に、元
の紫あるいはラベンダー色が変色します。これより上の pH ならばアルカリまたは弱アルカリで、色はその
まま、これより下の 5.5～6.0 以下ならば酸性で黄色に、また、6.0～6.8 は、紫と黄色の中間の色を示しま
す。製造元は日研化学研究所で商品名は「アストロ中性紙チェックペン」です（日研化学の URL：
http://www.nikken-chemical.co.jp/products/yomihtml/a.php）。
44. 保存手当てのための材料を揃える
最低限これだけは
・ 紙縒り（こより）や元結（もとゆい） ---自分で作るか市販品を購入する
・ 針と糸（できれば麻製）
・ ステンレス製のホッチキスの針、プラスチック製のクリップ
・ アーカイバルな品質の保存容器（封筒、フォルダ、箱など）
ステンレス製のホッチキスの針は、マックスというメーカーから「No.10-1M ステンレス」として商品化されて
います。
http://wis.max-ltd.co.jp/op/supply_catalog.html?product_code=MS91194
また、ゼムクリップは、錆びないプラスチック製の種々あります。なかでもドイツのローレル（Laurel）社の製
品は定評があります。 （輸入元はネットで「Laurel クリップ」で検索を）
ただしプラスチック製クリップは、鉄製のクリップに比べると、どうしても把持力が弱くなるという欠点があり
ます。
55. 劣化の原因になるホッチキスやクリップ、ホコリやチリを除く
鉄製のホッチキス、クリップなどの留め具は、空気中の水や酸素と化学反応して「錆」（酸化鉄）になり、資
料を汚したり、傷めたりします。また、ボロボロになると、文書やパンフレットのページの錯簡を及ぼします。
鉄製の留め具を除くことも、大事な予防的保存手当てです。
新しいホッチキスやクリップは、紙が傷んでいないならば、止めた方法と逆に力を加えれば外れますが、
すでに錆が生じているものは、錆で留め具が紙に固着しているので、注意深く外すのが原則です。
ピン類は、ピンを回すようにしながら外す。
ゼム・クリップは、大きい輪の方を下にして、そこを片方の指で押さえながら、上の小さい輪を起こして外
す。
ホッチキスは、裏返しにして二つのピンを起こして外す。またはピンをニッパで切断して外す。
錆びて紙に固着したホッチキスは、薄く固いプラスチック・シートを台形に切ったものを差し込んで貼り付い
た部分に空間を作ってから除く。
6束ねた紙をステンレス製のホッチキスで綴じる時も、ゼムクリップを使うときにも、中性紙の小片を間紙にし
て止めます。厳密な規格（ISO のパーマネントペーパーの規格）に則した紙もありますが、間紙に使う程度
ならば普通のコピー紙（リサイクル紙ですが中性--厳密には弱アルカリ性--です）で良いでしょう。
書籍や文書に付着したホコリやチリを、刷毛、ダスト・クロス、イレーザー（消しゴム）、掃除機などで除く方
法を紹介します。ごく常識的なことなので、特にマニュアルを提示しませんが、ダスト・クロスと消しゴムにつ
いては、影響の少ないものを紹介します。
ダストクロスは、テイジンが開発した超極細繊維を使った「あっちこっちふきん」をお奨めします。ネットで検
索すると、いろいろな販売店から入手できます。似たような超極細繊維を使ったふきんは、これに限らずい
ろいろなメーカーから出ています。繊維の物理的な形状だけでホコリを拭き取るものなので、資料や棚のホ
コリとりに最適です。資料の表面のホコリを除くときは、ぎゅうぎゅうと押し拭きしないのがポイントです。な
んども洗って繰り返し使えるので経済的でもあります。
テイジン 「あっちこっち」シリーズ http://www.kurashi-science.com/fukin/index.html
消しゴム（厳密にはプラスチック字消し）は MONO（トンボ鉛筆）、マルス（ステッドラー）の製品をお薦めしま
す。
7プラ製イレーザーを使うコツは、ゴシゴシと力を入れて削るように消すのではなく、イレーザーの粘着・吸着
力で消すこと、そして消しカスを良く除くことです。
6. こよりや糸などで綴じる
ホッチキスやクリップを除くと、一枚物の束はバラバラになります。また、パンフレットなどもページが外れて
しまいます。こうした資料のうち、綴じた状態を保ちたいものは、こよりや糸で綴じ直すことを奨めます。
こより（紙縒）は、文字通り、紙（和紙）の短冊を縒って作るのですが、書類を紙縒りで束ねることが無くなっ
た現在では、なかなか上手に作るのが難しく、また量を沢山つくるもの大変ですが、ボーディング法（板に
押しつけながら作る）だと、比較的楽にできます。
和紙を短冊に切って、板（木製が良い）のうえに置いて、全体にごく軽く水をスプレーして、一方の端を抑え
ながら、もう片方から板に押し付けるようにして巻いてゆきます。
8巻きあがったら、紙縒りの両端を持って、全体をちょっと引っ張ってしゃっきりとさせ、そのまま乾燥させると、
端をもって立てられる仕上がりになります。
それも面倒な場合に出来合いの紙縒り（元結のように細いもの）が文房具店等で入手できます。和紙 100%
のものよりも品質はやや落ちますが、近現代の資料にはこの程度で充分でしょう。
パンフレットなどの、ホッチキスで中綴じされた資料は糸で綴じ直します。
針に糸を固定するには、針穴に糸を通したら、短い方の糸の縒りを戻して、糸自体に針を通し、さらにもう
一度別の箇所に針を通して長い方の糸を引くと、「こぶ」ができず、針に糸を固定できます。運針もひっかか
りがないのでスムースです。
中綴じのパンフレット類の運針は以下のように。
9元穴が傷んでいる時は、他の場所に穴を開けるか、折丁の内側に谷折りした短冊をあてて、一緒に綴じま
す。
和書に多い四つ目袋綴じはウェブに画像つきの情報がたくさんありますので、検索してそちらを。特に難し
いものではありません。
7. 情報が消えて行く資料をコピーする
近代の紙媒体の記録資料には、基材の紙も、紙の上のインクなどのイメージ材料も、さまざまなものが使
われています。酸性の紙の劣化も大きな問題ですが、インクなどの褪色は即、記録の消滅ということになり
ます。
なかでも、急速に、かつ不可逆的に、記録が消滅してしまうのが、80 年代のワードプロセッサーの導入によ
り多用された「感熱紙」による文書です。文書の束一冊が全部、感熱紙でできているという場合もあります。
感熱紙は、その名の通り、熱に反応して「字」や「画像」が紙の上に形成されるのですが、常温で徐々に褪
色してしまいます。
資料の整理中に感熱紙文書を見つけたら、ハードコピーをとり、感熱紙文書のとなりに綴じ付けておくこと
を奨めます。
コピー機によるハードコピーの用紙は、普通の白色のコピー用紙で良いと思います。現在のコピー用紙は
ほとんどが再生紙を使っていますが、沢山の炭酸カルシウムが含まれているのが普通で、結果的に「中性
紙」（厳密には弱アルカリ紙）になっています。その紙自体の耐久性は想像以上に良好です。
10
8. 適切なアーカイバル容器を選んで収納する
既存の保存容器（紙製、木製、布製、プラスチック製）には、経時劣化して酸や酸化物を発生し、資料の紙
や染料・顔料を汚染するものが大半です。
帙の芯材のボール紙から酸が移行して資料を変色させた例
新しく作った桐箱から強い有機酸が発生している
市販の茶ダンボールからは硫化水素が発生する
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資料の長期保存には、品質が確認されたアーカイバル容器を選びます。
1. 無酸・リグニンフリーであることが絶対条件。
2. 木製の容器は、木材を良く枯らしてあるもの。市販されている安価なものからは有機酸が出る。
3. 酸性の容器に長期接触させると、酸の移行（acid migration）による変色、劣化が生じる。
4. 「中性」と呼ばれているものには、弱アルカリ（8.0～9.0）のものと、アルカリの全く入らないノン・バッファ
のものがある。接触する資料によって使い分ける。
収納対象資料
資料に接する面
備 考
アルカリ含有 アルカリなし
文書・図書資料
書籍、一枚
物、簿冊、地
図、（右記の
「アルカリなし」
にあげた以外
の）一般資料、
ポスター
ウールやシルクで装
丁・表具されたもの、
青焼き（シアノタイ
プ）、ジアゾコピー、
手彩飾された一枚物
（地図など）
一般的には「アルカリ含有」で充分。し
かし、特にアルカリが影響を与えると思
われる敏感な顔料、染料などが直接ふ
れる場合は「アルカリなし」を勧めたい。
青焼きやジアゾコピーなどは「アルカリ
なし」を強く勧める。
写真資料
ニトリルセルロ
ース、アセテー
ト、初期のネガ
フィルム
モノクロ（アルブミン、
コロヂオン、シアノ、
ダゲレオ、ゼラチン、
ガラス、プラチナ、日
光写真、カラー（ネ
ガ、プリントとも）
酸性ガスが資料内部から発生して劣化
していくもの以外は、原則的に「アルカリ
なし」を勧めたい。PAT（ISO の試験）を
パスしたものであることも条件になる。
どんな資料にどのような保存容器を選べば良いのかの実例など詳しくは下記を参照してください。
http://www.hozon.co.jp/archival/archivalbox_top.html
封筒や箱などに書誌事項や整理番号を手書きするための筆記具は、サクラクレパスの「ピグマ」の黒をお
勧めします。長期の安定性が内外で確認されているものです。
長何で書くか？―資料保存のための 水性ペン
http://www.hozon.co.jp/cap/archives/030901/sakura_piguma.htm
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プリンタでの印刷にはインクジェットならば黒だけで出力することをお勧めします（設定を黒だけにしないと、
黒以外の色を掛け合わせて出力してしまいます）。レーザー・プリンタ（コピー機も含む）も、黒だけの出力で
したら長期に安定した文字を得られます。
普通の紙のラベルを容器に貼る時の「のり」は、PVA（ポリビニルアルコール）をお奨めします。普通の文房
具として入手できます。チューブに入っていて、透明で、内容の表示に PVA とかポリビニルアルコールとか
書いてあるものを選んでください。
裏のりが付いていて、長期安定性が確認されているラベル用紙も市販されています。
中性ラベル http://www.hozon.co.jp/archival/archival_merchandise.html#archako26
お問い合わせ ----------------------------------------------------
現場で、具体的な資料を前に、いろいろな問題にぶつかることと思います。全てにお応えできるわけではあ
りませんが、一助にはなるかもしれませんので、メールで、どうぞお問い合わせください。
tkibe@hozon.co.jp
有限会社資料保存器材 〒113-0021 東京都文京区本駒込 2-27-16 電話：03-5976-5461
http://www.hozon.co.jp
